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「道徳の時間」学習指導案 
 

（ Ｔ１ ） 

（ Ｔ２ ） 

 

１ 学 年  自閉症・情緒障害特別支援学級（ みどり７組 ） 第４学年 ８名 

２ 主題名  分かり合う友達   内容項目 Ｂ－友情，信頼 

３ 教材名  なんとなく  ( 出典：「４年生のどうとく」文溪堂 ) 

４ 主題設定の理由 

 ○ 友達とは，共に学んだり遊んだりすることを通して互いに時間をかけてよい関係を構  

  築していくものであり，どちらかが一方的に思っていても，関係を高めていくことはで  

  きない。自分の思いや考えなどを伝え，相手の思いや考えを受け止めることで理解し合  

  い，時には折り合いをつけながら，互いの良さを引き出し，成長し合うものである。  

   子ども達にとって，友達関係は最も重要な人間関係の一つであり，安心して楽しく過ごす  

  ためには欠くことのできないものである。しかし，この時期の児童は，いつも遊んでいる  

  友達との時間が増えるだけでなく，その場が楽しければ良いという軽い関係であるもの  

  や，ただ単に気が合うから，利害が一致するからなどの理由で，仲よくすることに留まる表  

  面的な友達であることも多い。  

   そこで，友達とは，利害関係ではなく，友達のことを互いに理解し合い，信頼し，助  

  け合うことで，みんなが仲良く，楽しく生活していくための支えとなるような友達関係  

  を築いていくことが大切であると考え，本主題を設定した。  

 

 ○ 本学級の児童の実態を把握するため，事前の意識調査を行った。  

   実態調査から見られる本学級の「 友情，信頼 」についての実態を次のように分析し  

  た。 ※実態調査の結果及び，個に係る実態については別紙参照  

  ・「 友達と分かり合えているか 」との問いに，半数の児童は肯定的な評価であったが，  

   「 友達がすることが分からない 」，「 分かってくれない時がある 」などの否定的な  

   理由であっても肯定的な評価で回答をした児童もいた。さらに，否定的な回答をした  

   児童の中には，「 分かろうとしていない 」「 気にしていない 」などの回答もあるな  

   ど，友達への理解については意識がないことが分かった。 

  ・「 友達と分かり合うために大切なこと 」との問いに，「 分からない 」，「 ない 」な  

   ど具体的な考えを出せない児童もいたが，「 気持ち 」や「 話し合う 」などのキーワ  

   ードで考えを出す児童もおり，友達のことを思う気持ちの大切さは感じていることも  

   分かった。  

  ・本学級の児童は，相手の気持ちを考えることが難しく，自分の思いで判断し，行動し  

   てしまうことにより，些細なことがきっかけで友達同士でトラブルとなることも少な  

   くはない。しかし，お互いの思いを伝え，どうすればよかったのかを話し合う中で，  

   お互いの気持ちを理解し解決の方法を見つけ出すようにしている。休憩時間になると  

   お互いを誘って外に遊びに出たり，係活動でも協力したり活動したりしながら，友達  

   との関わり合いを通して，友達の良さや，助け合うことの大切さを実感してきている。  

 

 ○ 指導にあたって，導入では，事前に行った実態調査をもとに友達との関わりについて  
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  児童自身に語らせることで教材への方向付けをしていく。  

   基本発問では，自分にも同じようなことはないか考えさせながら，友達への嫌悪感を  

  抱いている主人公のみどりの気持ちに共感させる。 

   中心発問では，心配そうに自分を見ているやよいの様子から，いつも自分のことを考  

  えてくれていたやよいの良さに気が付いたみどりの心情を考えさせていくことで，自分  

  のことだけでなく，友達のことを考え，相手の気持ちを理解することが大切であること  

  を理解させていく。また，やよいの気持ちに気が付いたみどりのやよいへの思いの変化  

  を振り返ることで，友達と分かり合うためには，自分の思いを一方的に伝えるのではな  

  く，相手の気持ちを考えること，相手の気持ちを受け止めることなどを通して，お互い  

  に気持ちを向け合うことなどが必要なことを考えさせていく。 

   終末では，児童自身の友達との関わり方を振り返らせていく。経験と重ね合わせなが  

  ら考えていくことで，より良い友達関係の在り方を考えさせていきたい。 

 

５ 他教科等との関連  

   福山 100NEN 教育における本校の【２１世紀型“スキル＆倫理観”】においては，特  

  別支援学級の目標である「自分がされていやなことは友達にせず，されてうれしいこと  

  ができる子」（他者への思いやり）「友達の思いを受け止め，自分の思いや考えを伝え  

  られる子」（コミュニケーション能力）に関連している。 

   今年度の児童は，自立活動でのソーシャルスキルトレーニングやコミュニケーション  

  スキルの取り方を学習するとともに，特別活動での話し合いなども通して互いを高め合  

  う存在としての友達との人間関係を深めているところである。また，みどり学級だけで  

  なく，交流学級の友達とも関わり合う中で，互いの立場に立って考え，相手に合わせた  

  思いやりのある声掛けの仕方などを学習している。本時においては，これらの経験と結  

  びつけながら，自分を視点としての考え方だけでなく，相手や周囲からの視点も意識で  

  きるように指導を行っていく。  

 

６ ねらい  

   お互いに自分の思いや考えを伝え合っていくことが友達と分かり合うことにつながっ  

  ていることを理解し，友達と互いに理解し合おうとする態度を養う。 

 

７ 準備物  場面絵 短冊 座席表  

       ワークシート（ 個別に用意したもの ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     指導上の支援（ ○指導者，●介助員 ）   評価（  ☆支援に対するもの，★道徳的価値に対するもの ）   

学習活動   主な発問「    」   児童の心の動き（・） Ａ Ｂ 

 

導 

 

入 

 

３ 

 

１「 友達 」についての考えを発表する。  

 

 

 ○学校や日常生活の中から考えられるようにして発表させる。  

  ・一緒に遊ぶ。   ・楽しい。 

  ・困っているときに助けてくれる。 
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２「 なんとなく 」の前段を聞き，やよいに対するみどりの思いを考える。  

 ○範読後，挿絵を提示しながら，内容を整理していく。  

 

  ・嫌だから仕方がない。           ・何だか顔を合わせたくない。  

  ・勝手に決めないでほしい。         ・今まで一緒だったのが不思議。  

  ・別に，そこまで仲良しでもないけど。    ・少しかわいそうだなあ。  

 

 ○全員に発表を促すことで，多様な気持ちが出るようにする。  

 ☆みどりとやよい，さやかの関係を理解している。  

 

３ 教材「 なんとなく 」の後段を聞き，やよいの思いに気が付いたときのみどりの気持ちを考える。  

 

 

 ○範読後，挿絵を提示しながら，内容を整理していく。  

 

 ○全員に発表を促すことで，多様な気持ちが出るようにする。  

 ・今まで，気が付かなかった。              ・やよいは，いつも心配してくれていたんだ。  

 ・ずっと，わたしのことを考えてくれていたんだね。    ・わたしは自分のことしか考えていなかった。  

 

 ○みどりの気持ちを理解しながら，ねらいとする道徳的価値について迫っていけるようにする。 

 【 Ａ 反省，謝罪 】  

  今まで，気が付かなかった。ごめんなさい。       自分のことしか考えてなかった。 

 【 Ｂ 気付き，感謝 】  

  ずっと，わたしのことを考えてくれていたんだね。    今まで，気が付かなかった。ありがとう。  

 【 Ｃ 理解 】  

  自分も，やよい（ 友達 ）のことをもっと考えよう。  

  やよい（ 友達 ）をもっと大切にしよう。  

  さやかは，みんなのことを見ていたんだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ これまでの自分を振り返り，友達を大切にするためにできることを話し合う。 

 

 ○ワークシートの書かせることで，整理させやすくする。  

 ●指導者と反対側に位置し，児童の書いたものを確認していく。 
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★自分のこと 
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○話型を提示 

 し，発表の 

 仕方を確認 

 する。 
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○事前アン 

 ケート 

 

☆自分の考え 

 を，整理し 

 て書くこと 

 ができる。 
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 友達のこと 
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○●日常の 

  想起 

☆自分の考え 

 を書くこと 

 ができる。 

 

 

 

「 みどりは，やよいのことをどう思っていますか。 」 

 「 友達と心が通じ合うためにはどんなことが大切だと思いますか。 」 

「 友達ってどんな人ですか。 」  ●友達の発表を参考に， 

  発表を促す。 

☆自分の考えを発表することができる。  ☆友達の考えを最後まで 

  聞くことができる。 

●児童の様子を見て，個別に声掛けをする。 

（ 姿勢 ）  （ 注目 ）  （ 順番 ） 

●児童の様子を見て，個別に声掛けをする。 

（ 姿勢 ）  （ 注目 ）  （ 意欲維持 ） 

☆友達の考えを最後まで聞くことができる。 

●友達の発表を参考に，発表を促す 

○話型を提示し，発表の仕方を確認する。 

 ☆自分の考えを，理由を 

  付けて発表することが 

  できる。 

☆自分の考えを発表することができる。  ☆自分の考えを，理由を 

  付けて発表することが 

  できる。 

 ○さやかの言葉を手掛か  

  りにして考えさせる。  
●挿絵を手掛かりに，場面の内容を確認させる。 ○例示として発表させる。 

（ １番目 ） （ ２番目 ） 

○話型を提示し，発表の仕方を確認する。 

 ●友達の発表を参考に 

  発表を促す。 

 ○●児童のつぶやきを生か 

   かして，発表を促す。 
○●児童のつぶやきを生かして，発表を促す。 

 ☆自分の考えを理由を 

  付けて発表すること 

  ができる。 

 ☆自分の考えを整理して簡潔に発表する 

  ことができる。 

 ☆自分の考えを発表 

  することができる。 

●児童の様子を見て，個別に声掛けをする。 

（ 注目 ） （ 注目，順番 ） （ 姿勢 ） 

☆友達の考えを最後まで聞くことができる。 

 ★ 今まで気が付かなかった。 

○●学習内容を確認し，自分の考えを整理させる。 

○●日常の出来事を想起させ，自分の考えを整理させる。 

 ☆自分の考えを，整理し 

  て書くことができる。 

☆自分の考えを書くことができる。 

わたしのことを 

考えてくれて 
 ありがとう 

 

やよいとみどりは，本当の友達に 

なれたのかな？ 

８ 学習過程 

「 心配そうな顔をして自分の方を見ているやよいに気が付いたみどりは，どんなことに気が付きましたか。 」 

 

★やよいのみどりへの思いを理解し，みどりのやよいへの思いを考えている。 【 発表 】 

 

自分（友達）は，友達（自分）

のことを分かって（くれて）

いると思う？ 

なれたのかな？ 

本当の友達になるには，

どうしたらいいかな？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 板書計画                                           10 ワークシート  
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 ○児童の発言を肯定的に捉えていくようにする。 

 ・相手の気持ちを考えて動く。 

 ・相手が困っているときに，手伝ってあげる。  

 ・自分のことだけでなく，相手の話も聞く。  

 ・けんかになったときでも，どっちも自分の気持ちをしっかり話す。 

 ・自分の気持ちを分かりやすく伝えると，友達も自分の気持ちを分かってくれた。  

 ・友達の話をしっかりと聞いたら，友達の気持ちが分かった。  

 

 

 

 

 

 

 

○話型を提示 

 し，発表の 
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 する。 

 

 

 

☆自分の考え 

 を整理して 

 簡潔に発表 

 することが 

 できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自分の考え 

 を理由を付 

 けて発表す 

 ることがで 

 きる。 

 

●注目への声 

 掛け 

☆友達の考え 

 を最後まで 

 聞くことが 

 できる。 
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☆自分の考え 

 を理由を付 

 けて発表す 

 ることがで 

 きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

終 

 

末 

 

 

７ 

 

５ 自分の振り返りを交流する。  

 ○本時の道徳的価値について，ワークシートに自分の考えを書き，まとめさせる。  

 ●指導者と反対側に位置し，児童の書いたものを確認していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ お互いに自分の思いや考えを伝え合い，友達と理解し合おうとする気持ちを高めることができたか。  

                                    【 発表，ワークシート 】  
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 今日の授業で，自分の考えをもつことができた。  

  ○  ４   ３   ２   １  △ 

 今日の授業で，新しい気づきがあった。 

  ○  ４   ３   ２   １  △ 

 今日の授業で，「 なるほど 」と思うことがあった。 

  ○  ４   ３   ２   １  △ 

★
こ
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
、
新
し
く
気
付
い
た
こ
と
、 

 

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
な
ど
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 ○話型を提示し，発表の 

  仕方を確認する。 

 ○●児童のつぶやきを生か 

   して，発表を促す。 

○●児童のつぶやきを生かして，発表を促す。 ●友達の発表を参考に発表を促す 

☆自分の考えを発表することができる。 ☆自分の考えを整理して簡 

 潔に発表することができ 

 る。 

●児童の様子を見て，個別に声掛けをする。 

 （ 集中 ）  （ 意欲維持 ）  （ 姿勢 ） 

☆友達の考えを最後まで聞くことができる。 

★お互いへの理解 

★助け合いの気持ち 

★お互いへの理解 

★友達への信頼 ★友達への信頼 

☆自分の考えを書くことができる。  ☆集中して自分の考えを書くことができ 

  る。 
 ☆自分の考えを，整理し 

  して書くことができる。  

○●学習を通して気が付いたことを振り返らせ，自分の考えを整理させる。 

●児童の様子を見て，個別に声掛けをする。 

（ 集中 ）  （ 意欲維持 ） （ 姿勢 ） 

相手の気持ちって，どうすれば 

分かるの？ 
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【道徳的価値の自覚を深める指導にするために】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ みどり ）年（ ７ ）組  

内容項目 Ｂ－友情・信頼  

教材名  なんとなく 

 

 

 

行い 

行動 

 

登場人物が 

感じたこと 

考えたこと 

道徳的価値 

考え方 

生き方 

信念 

・自分が忘れ物をしたとき，やよいさんが心配してくれ 

 ていたことに気が付いた。 

・みどりは，やよいさんとしっかり分かり合える友達に 

 なりたいと思った。   

 

・やよいさんは，いつもわたしのことを心配してくれて 

 いたんだ。 

・今まで，全然気が付かなかった。 

・自分のことばかり考えてしまっていた。 

・けんかをした時には，いつも友達から謝ってもらって 

 いたけど，自分からも謝れるようにしよう。 

・今までよりももっと友達を大切にしていきたい。 

・自分のことばかりではなく，友達の話もきちんと聞こう。  

・自分のことばかり伝えるのではなく，友達の話を聞くこと 

 で，友達のことをもっと知ることができる。 

・自分のことも分かってもらうためには，まずは，相手の 

 こと分かるようにすることが大事。 

・本当に仲良くなるためには，気持ちを伝え合うことが大切。 

  

 


